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ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2018年3月24日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2017年11月1日～2018年3月24日
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庄
司
氏
は
ヨ
ッ
ト
で
の
単

独
太
平
洋
往
復
航
海
と
い
う

偉
業
を
66
歳
の
年
齢
で
成
功
。

　

境
港
商
工
会
議
所
は
、
２
０
１
７
年
度
（
第
15
回
）「
境

港
商
工
会
議
所
地
域
振
興
賞
」
の
受
賞
者
を
ヨ
ッ
ト
で
の
単

独
太
平
洋
往
復
航
海
を
果
た
し
た
庄
司
信
吉
氏
と
さ
か
い
み

な
と
中
野
港
漁
村
市
実
行
委
員
会
（
佐
々
木
正
会
長
）
に
決

定
し
、
10
月
16
日
に
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

が
受
賞

庄
司
氏
と
さ
か
い
み
な
と
中
野
港

漁
村
市
実
行
委
員
会

が
受
賞

庄
司
氏
と
さ
か
い
み
な
と
中
野
港

漁
村
市
実
行
委
員
会

２
０
１
７
年
度
境
港
商
議
所
地
域
振
興
賞

賞状を手にする庄司信吉氏（左）と佐々木正会長（右）ら

松本正福氏が軽減税率対策を解説

こ
の
こ
と
が
報
道
機
関
を
は

じ
め
、
多
方
面
か
ら
注
目
さ

れ
る
こ
と
で
、
地
元
境
港
の

Ｐ
Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。
平
井

伸
治
・
鳥
取
県
知
事
か
ら「
鳥

取
県
栄
光
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
賞
」
も
受
賞
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
権

を
か
け
た
ヨ
ッ
ト
の
レ
ー
ザ

ー
級
世
界
選
手
権
が
境
港
公

共
マ
リ
ー
ナ
と
美
保
湾
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
会
場
と
し
て

の
境
港
の
ア
ピ
ー
ル
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
さ
か
い
み
な
と
中

野
港
漁
村
市
実
行
委
員
会
は
、

２
０
１
３
年
４
月
に
結
成
。

鳥
取
県
漁
協
境
港
支
所
の
小

型
底
引
き
網
部
会
の
メ
ン
バ

ー
13
人
が
中
心
と
な
り
、
官

民
の
関
係
機
関
な
ど
が
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
同
漁
村
市
は
、
２
０
１
３

年
５
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で

毎
月
開
催
。
漁
業
者
自
ら
が

沿
岸
で
と
れ
た
旬
の
魚
介
を

消
費
者
に
直
接
販
売
し
、
食

べ
方
も
紹
介
す
る
こ
と
で
魚

食
普
及
に
一
役
買
っ
て
い
る

も
の
。
２
年
度
目
か
ら
は
５

月
か
ら
９
月
ま
で
（
８
月
を

除
く
）
の
第
２
土
曜
日
に
開

催
し
、
10
月
の
境
港
水
産
ま

つ
り
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
上
田
勝
彦
・

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
）
大
使
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

る
な
ど
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
で
大
勢
の
来
場
者

を
集
め
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
堀
田
收
・

境
港
商
工
会
議
所
会
頭
が

「
庄
司
氏
は
、
ヨ
ッ
ト
で
の

単
独
太
平
洋
往
復
航
海
を
成

功
さ
せ
、
そ
の
体
験
に
基
づ

く
講
演
活
動
を
通
し
、
境
港

の
地
域
振
興
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
寄
与
し
た
。
ま
た
、
漁

村
市
実
行
委
員
会
は
、
漁
村

市
を
開
催
し
、
漁
業
者
自
ら

が
旬
の
魚
介
を
消
費
者
へ
直

接
販
売
す
る
こ
と
で
、
沿
岸

漁
業
の
振
興
と
魚
食
普
及
に

努
め
た
」と
、た
た
え
ま
し
た
。

　
地
域
振
興
賞
は
、
地
域
社

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
12

月
１
日
に
「
消
費
税
軽
減
税

率
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
10
月
に
消
費

税
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
わ
が
国
で
は

初
め
て
の
複
数
税
率
と
な
る

「
軽
減
税
率
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
軽
減
税
率
で
は
、
税

率
ご
と
に
区
分
し
た
経
理
処

理
を
始
め
、
複
数
税
率
に
対

応
し
た
請
求
書
の
発
行
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

対
象
業
種
に
つ
い
て
も
飲
食

店
や
飲
食
料
品
を
扱
う
事
業

者
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
業

種
で
影
響
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
税
率
10
％
へ
の

引
き
上
げ
前
に
抑
え
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
な
ど

は
、「
合
同
就
職
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、

境
港
市
と
そ
の
周
辺
に
在
住

し
て
い
る
人
で
、
就
職
の
促

進
と
、
企
業
と
の
情
報
交
換

が
開
催
目
的
で
す
。

　
同
面
接
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
７
日
㈫
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
（
受

付
＝
午
後
１
時
～
）

会
場
　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー

（
境
港
市
竹
内
団
地
）
※
事

前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
米
子（
☎
33
︱
３
９
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
同
就
職
面
接
会

就
職
の
促
進・企
業
と
の
情
報
交
換
に

11
月
７
日

日
時
　
12
月
１
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階 

第
１
会
議
室
（
境
港

市
上
道
町
）

講
師
　
松
本
正
福
氏
（
松
本

税
理
士
事
務
所
所
長
、
税
理

士
）

受
講
料
　
無
料

定
員
　
30
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

内
容
　
▽
消
費
税
率
引
き
上

12月1日

消費税軽減税率対策
講師は松本正福税理士

セミナー

会
の
た
め
に
地
道
な
取
り
組

み
を
し
、
そ
の
活
動
が
他
の

模
範
と
な
っ
て
い
る
団
体

（
グ
ル
ー
プ
）
や
個
人
を
表

彰
し
よ
う
と
、
境
港
商
工
会

議
所
が
２
０
０
３
年
に
創
設

し
た
も
の
で
、
昨
年
は
境
港

交
通
安
全
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
と
石
田
光
輝
氏
が
受
賞
し

て
い
ま
す
。

げ
と
軽
減
税
率
の
あ
ら
ま
し

▽
転
嫁
対
策
に
つ
い
て
▽
日

々
の
取
引
や
経
理
及
び
請
求

書
な
ど
の
記
載
と
保
存
に
つ

い
て
▽
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
▽
軽
減
税
率
対
策
補

助
金
（
レ
ジ
・
受
発
注
シ
ス

テ
ム
改
修
）
に
つ
い
て

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

（
☎
44
︱
１
１
１
１
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
と き

蕎
そ ば

麦を

　すする狢
むじな

に

　　  除
じ ょ や

夜の鐘
か ね

（周平）

　ご存じ、ラフカディオ・ハーン（小泉八雲）

の名作「怪談」のなかの「貉」の名場面の

一節。落語「時そば」と絡みあわせた玄妙

な句である。

� 選・桝田知身　



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～65歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

代表取締役社長 又　賀　航　一

境港市西工業団地100番地　 T E L  47－0303

NISSIN

株式会社 日 新

〒684－0075
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境
港
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
は
、

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
に
隣
接
し

て
お
り
、
新
鮮
な
魚
介
類
が

安
く
買
え
る
と
、
多
く
の
人

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

水
産
物
直
売
や
飲
食
店
、
土

産
物
店
な
ど
の
店
舗
が
並
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
間

口
を
広
げ
て
、
色
々
な
業
種

の
テ
ナ
ン
ト
を
募
集
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
山
口
事
務
局
長
は
「
２
０

２
０
年
の
春
に
は
、
大
型
の

ク
ル
ー
ズ
客
船
な
ど
も
寄
港

で
き
る
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
こ
の
近
く
に
完
成
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
さ
ら
に
集
客
力
を

高
め
ら
れ
る
商
業
施
設
に
す

る
た
め
、
募
集
を
始
め
ま
し

た
」
と
テ
ナ
ン
ト
募
集
の
経

緯
を
説
明
。

ち
ょ
っ
と拝 見

境港さかな
セ ン タ ー

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成
に
向
け

多
業
種
の
テ
ナ
ン
ト
を
募
集

テナントの応募を呼びかける山口和彦事務局長（中央）

　
ま
た
、「
申
込
の
ご
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
面
接
を

行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
必

要
な
店
舗
面
積
や
場
所
に
つ

い
て
も
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
小
規
模
の
出

店
も
可
能
で
す
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
出
店
に
は
ト
ラ
イ
ア
ル
期

間
（
３
カ
月
～
６
カ
月
）
を

設
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の

間
の
出
店
料
は
売
上
の
５
％

　

境
港
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
㈱
（
竹
内
団
地
、渡
邉
昭
美
社
長
）

は
、
中
間
流
通
を
省
い
て
魚
市
場
の
新
鮮
な
魚
を
扱
う
商
業

施
設
と
な
っ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
を
運
営
・
管
理
し
て
い
る

会
社
で
す
。
こ
の
た
び
、
色
々
な
業
種
に
間
口
を
広
げ
、
同

セ
ン
タ
ー
の
テ
ナ
ン
ト
募
集
を
行
い
ま
す
。
募
集
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
、
同
社
の
山
口
和
彦
事
務
局
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　写真は１９９８年の１０月、木材工業団地（当時）の運河にかかっ
ていた橋を壊す前に撮った記念写真です。当時の関係者が集まり撮
影したものですが、懐かしい皆さんの顔もあると思います。
　そして、私が持っている写真は１９６５（昭和40）年、昭和天皇が
当地域を行幸された際に、私の祖父が橋の上で説明している場面の
ものです。
　最盛期の昭
和40年代、当
地域には９社
の製材工場が
あり、運河を
利用して木材
を貯木場から
工場に搬入していました。しかし、経済事情の変化と木材資源に係
る環境の変遷の中で、各企業の利用が大幅に減少しました。
　遊休地が点在し、また木材の輸送形態が海路から陸路へと変化し
ている状況を打開するために、境港市の指導のもとに区画整理事業
として、団地を東西に分断している運河と貯木場を埋め立てて、新
たに工業団地を造成するという計画が立てられたのです。
　運河を埋め立て、橋を解体したことで、辺りの風景は一変しまし
た。かつて木工団地として繁栄したこの地が、西工業団地として今
後も発展を続けて行くことを願っています。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 26

木材工業団地の変遷に思う
境港商工会議所 常議員  松 本　正氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、常議員・松本正氏（境港土
建㈱代表取締役社長、60歳）の１枚です。

工業団地の再編を願う松本正氏（前列右から二人目）ら

ホテルの現状を語る山崎礼仁支配人

な
の
で
、
起
業
を
考
え
て
い

る
人
に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
出
店
を
検
討
さ

れ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う

　
鳥
取
県
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
、
１
時
間
が
７
３
８
円

に
な
り
ま
し
た
。
10
月
６
日

か
ら
発
効
し
て
い
ま
す
。

　
同
最
低
賃
金
は
、
業
種
や

規
模
及
び
常
用
、
臨
時
、
ア

ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、
嘱
託

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子

な
ど
の
雇
用
形
態
や
呼
称
に

か
か
わ
ら
ず
、
鳥
取
県
内
の

事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
、
▽
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

支
店
は
、
11
月
17
日
に
境
港

商
工
会
議
所
で
「
こ
く
き
ん

一
日
公
庫
」
を
開
催
し
ま
す

（
予
約
制
）。

　
一
日
公
庫
は
、
同
支
店
か

ら
担
当
者
が
境
港
商
工
会
議

所
に
出
張
し
て
、
融
資
の
ご

相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

　
一
日
公
庫
の
あ
ら
ま
し
は
、

手
当
▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
▽
１
カ
月
を
超
え
る
期

間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

▽
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働

及
び
深
夜
労
働
の
割
り
増
し

手
当
︱
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
鳥
取
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０

８
５
７
︱
29
︱
１
７
０
５
）、

ま
た
は
米
子
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
34
︱
２
２
３
１
）
へ
。

次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
17
日
㈮
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階 

第
２
会
議
室
（
境
港

市
上
道
町
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
１
１
）
へ
。

１
時
間
が
７
３
８
円
に

鳥
取
県
最
低
賃
金

10
月
６
日
か
ら
適
用
へ

か
。

　
テ
ナ
ン
ト
募
集
な
ど
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
同
社
事
務

局
（
☎
45
︱
１
１
１
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
全
国
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
予
約
サ
イ
ト

の
じ
ゃ
ら
ん
ネ
ッ
ト
「
泊
ま

っ
て
良
か
っ
た
ホ
テ
ル
ラ
ン

キ
ン
グ
中
国
・
四
国
エ
リ
ア
」

で
２
位
に
。
こ
の
二
つ
の
こ

と
が
集
客
増
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
境
港
と
い
う
土
地
と
当

ホ
テ
ル
に
日
本
ら
し
さ
を
感

　
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
に
建
設
さ

れ
た
同
ホ
テ
ル
は
、
昨
年
２

月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
。
１
年

８
カ
月
が
経
過
し
て
、
順
調

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
同
ホ
テ
ル
の
山
崎
礼れ

い

仁じ

支

配
人
は
、「
開
業
当
初
は
集

客
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
徐

々
に
多
く
の
お
客
様
に
来
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
約
６
万

人
が
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
外

国
人
客
も
好
調
で
す
。
今
期

は
７
万
人
も
視
野
に
入
っ
て

き
ま
し
た
」
と
現
状
を
説
明
。

　
同
ホ
テ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

・
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
「
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
ラ
ン
キ
ン
グ
」

じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
館
内
は
す
べ
て

畳
敷
き
の
た
め
、
素
足
や

靴
下
で
解
放
感
を
味
わ
い

な
が
ら
過
ご
せ
ま
す
。
さ

ら
に
、
随
所
に
様
々
な
工

夫
を
し
て
い
る
こ
と
や
朝

食
と
夕
食
、
天
然
温
泉
な

ど
が
好
評
価
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
山
崎
支
配
人
。

　
ま
た
、「
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
泊
ま
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
地
域
の
皆

様
に
還
元
で
き
れ
ば
幸
い

で
す
。
そ
し
て
、
日
帰
り

温
泉
な
ど
を
ご
利
用
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

開業から1年8カ月
天然温泉境港 夕凪の湯

御宿 野乃

境港商議所

会会のの員員今今27

　
「
会
員
の
今
」
は
、
境

港
商
工
会
議
所
会
員
の
動

向
を
お
伝
え
す
る
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
今
回
は
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年

８
カ
月
が
た
っ
た
天
然
温

泉 

境
港 

夕
凪
の
湯 

御
宿 

野
乃
（
大
正
町
）
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

11月17日開催

こくきん
一日公庫
こくきん
一日公庫
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岡
野
Ｇ
Ｍ
迎
え
講
演
会

Ｓ
Ｃ
鳥
取

「
環
境
の
変
化
、逆
境
は
成
功
の
チ
ャ
ン
ス
」テ
ー
マ
に

県商議所連合会
役職員研修会

　同社は創業20年目になりました。外江町の緑色の建物が
目印です。今年５月に同社が導入した最先端のテクノロジ
ーの結晶「煌水」は、ヘアカラーなどで傷んだ髪を潤いの
ある自然で健康な髪へ蘇らせます。同社は、髪の若返りと
老化防止（アンチエイジング）を第一に考えています。
　「カラーやパーマの前に煌水
を施術します。髪のキューティ
クル（表皮）が再生するため、
健康的な髪の艶が出ると好評で
す」と邨田社長。
　また、頭皮・毛髪の細胞を活
性化し、ヘアカラーにおける頭
皮への刺激を大幅に軽減し、頭
皮や毛髪を根本から修復する効
果があります。
　「お客様の肌に合った施術」
を目指している同社は、老化を防止する美容液「シーリッチ」
や腸を綺麗にして内臓から肌の老化を防ぐ「ハビッツ２４
７０」もお薦めしています。
　詳しくは、同社（☎４４－７２５１）にお問い合わせください。

　昨年、独自のシャンプーとトリートメントを開発したカッ
トスタジオ㈲GLOSS（外江町）は、このたび最先端のテク
ノロジーを取り入れたトリートメント技術を導入。同社の邨
田（むらた）康夫社長に導入した新しい技術などについて、
伺いました。

Part

25企業探訪企業探訪企業探訪

煌水トリートメントを導入
―  カットスタジオ GLOSS（グロス）  ―

き　ら す　い

髪のアンチエイジング
シリーズ

大型クルーズ船「コスタ・ネオロマンチカ」で記念撮影する一行

花柄をあしらったこたつ布団

「決して諦めないで頑張ってきた」と半
生を語る岡野雅行GM

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合

会
は
10
月
14
日
、
役
職
員
研

修
会
を
米
子
商
工
会
議
所

（
米
子
市
加
茂
町
）
で
開
催
。

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
を
運
営
す

る
㈱
Ｓ
Ｃ
鳥
取
の
代
表
取
締

役
Ｇ
Ｍ
・
岡
野
雅
行
氏
を
迎

え
、「
環
境
の
変
化
、逆
境
は

成
長
の
チ
ャ
ン
ス
」を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
野
Ｇ
Ｍ
が
日
本
中
の
注

　
弓
浜
半
島
で
古
く
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
る
浜
棉
「
伯
州

綿
」。
当
地
の
気
候
風
土
に

合
っ
た
良
質
な
こ
の
和
綿
は
、

繊
維
が
太
く
弾
力
性
に
富
み
、

保
温
性
に
も
優
れ
て
い
て
、

布
団
の
中
綿
に
最
適
。
ま
た
、

国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品

目
を
集
め
た
の
は
、
１
９
９

７
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ア

ジ
ア
予
選
第
３
代
表
決
定
戦

で
し
た
。
対
イ
ラ
ン
戦
で
岡

野
Ｇ
Ｍ
の
決
勝
ゴ
ー
ル
が
日

本
代
表
を
本
戦
初
出
場
に
導

い
た
の
で
す
。

　「
や
っ
と
巡
っ
て
き
た
チ

ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
て
、
も
う

ダ
メ
か
と
思
っ
た
時
に
入
れ

る
こ
と
の
で
き
た
ゴ
ー
ル
で

「
弓
浜
絣
」
の
主
原
料
と
し

て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
永
見
呉
服
店
は
、
当
地
の

特
産
物
を
使
っ
た
商
品
で
地

域
貢
献
を
し
た
い
、
も
っ
と

伯
州
綿
や
弓
浜
絣
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
伯
州
綿
と
弓
浜
絣

し
た
」
と
岡
野
Ｇ
Ｍ
は
、
当

時
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
岡
野
Ｇ
Ｍ
は
、
１
９
７
２

年
に
神
奈
川
県
で
生
ま
れ
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
高
校

は
松
江
市
の
松
江
日
本
大
学

高
等
学
校
に
入
学
。
サ
ッ
カ

ー
部
が
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
作
り
ま
し
た
。
な
か
な

か
勝
て
な
い
時
期
が
続
く
中

で
、
よ
う
や
く
県
内
３
位
の

チ
ー
ム
に
な
り
ま
す
。

　
続
い
て
、
日
本
大
学
に
入

学
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
も

今
度
は
、
試
合
に
出
ら
れ
ま

せ
ん
。
練
習
を
必
死
で
や
っ

て
い
る
う
ち
に
よ
う
や
く
出

場
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
、

１
試
合
で
６
ゴ
ー
ル
を
奪
う

快
挙
を
達
成
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
浦
和
レ
ッ
ズ
に
入
団

し
た
の
で
す
。

を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
「
弓
浜
絣

の
こ
た
つ
布
団
」
を
つ
く
り

ま
し
た
。

　
保
温
性
が
高
い
と
い
う
特

徴
を
活
か
し
た
こ
の
こ
た
つ

布
団
は
、
化
繊
素
材
と
違
っ

て
熱
を
逃
が
さ
な
い
た
め
、

省
エ
ネ
効
果
も
期
待
で
き
ま

　
境
港
商
工
会
議
所
運
輸
通

信
業
部
会
（
後
地
良
樹
部
会

長
）
は
10
月
11
日
、「
竹
内

南
地
区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備
計
画
・
港
湾
施
設
概
要

説
明
会
」
と
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
「
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ
マ
ン

チ
カ
」
船
内
見
学
、
昭
和
南

岸
壁
・
中
野
岸
壁
視
察
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
境
港
商
工
会
議
所

で
、
境
港
管
理
組
合
次
長
の

永
田
英
明
氏
が
境
港
の
港
湾

機
能
強
化
の
取
り
組
み
や
、

近
年
の
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
の

寄
港
事
例
に
つ
い
て
説
明
。

　
永
田
次
長
は
今
後
、
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し

て
機
能
す
る
竹
内
南
地
区
の

新
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
大
山
や
美

保
湾
が
眺
望
で
き
る
送
迎
デ

ッ
キ
の
ほ
か
、
地
元
産
品
を

使
っ
た
内
装
や
展
示
で
境
港

ら
し
さ
を
演
出
す
る
こ
と
な

ど
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
昭
和
南
岸
壁
に

寄
港
中
の
コ
ス
タ
・
ネ
オ
ロ

マ
ン
チ
カ
船
内
に
移
動
。
大

規
模
で
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ

ア
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
開
放
感

た
っ
ぷ
り
の
客
室
、
コ
ン
サ

ー
ト
会
場
、
イ
タ
リ
ア
船
ら

し
く
雰
囲
気
抜
群
の
ワ
イ
ン

バ
ー
な
ど
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
な
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
船
内
に
は
、
大
勢
の
乗
客

が
落
ち
着
い
た
優
雅
な
雰
囲

気
の
中
で
、
洗
練
さ
れ
た
食

事
や
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
め
る

よ
う
様
々
な
施
設
と
お
も
て

な
し
の
工
夫
が
用
意
さ
れ
、

参
加
者
一
同
は
、
大
変
驚
い

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
南
岸
壁
と

昨
年
完
成
し
た
中
野
岸
壁
を

視
察
。
海
上
輸
送
と
陸
上
輸

送
を
結
ぶ
接
点
で
あ
る
コ
ン

テ
ナ
エ
リ
ア
や
大
型
ク
ル
ー

ズ
船
の
受
入
環
境
改
善
の
た

め
新
設
さ
れ
た
係
留
ド
ル
フ

ィ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
研
修
会
は
、

古
く
か
ら
良
港
に
恵
ま
れ
、

発
展
す
る
境
港
に
つ
い
て
、

改
め
て
知
識
と
理
解
を
深
め

る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

境
港
商
議
所
運
輸
通
信
業
部
会 

研
修
会

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
な
ど
を
視
察

煌水をPRする邨田康夫社長

　
岡
野
Ｇ
Ｍ
は
、「
私
は
、

無
駄
だ
と
か
、
無
理
だ
と
言

わ
れ
て
も
決
し
て
諦
め
ま
せ

ん
で
し
た
。
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥

取
も
今
は
苦
し
い
状
態
で
す

が
、
ク
ラ
ブ
が
存
続
す
る
限

り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
て
講
演
を
終
了
し
ま

し
た
。

す
。
反
対
に
こ
た
つ
の
熱
で

湿
度
が
逃
げ
、
常
に
ふ
わ
ふ

わ
の
触
感
。
実
は
と
っ
て
も

扱
い
や
す
い
の
も
嬉
し
い
特

徴
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節

の
必
需
品
・
こ
た
つ
が
イ
ン

テ
リ
ア
の
主
役
に
変
身
し
そ

う
な
一
品
と
い
え
ま
す
。

　
完
全
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

作
る
の
で
、
弓
浜
絣
の
好
き

な
柄
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
柄
の
弓

浜
絣
で
、
自
宅
リ
ビ
ン
グ
を

セ
ン
ス
ア
ッ
プ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
永
見
呉
服
店

（
☎
45
︱
０
３
３
８
）
へ
。

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
永
見
呉
服
店
（
小
篠
津
町
、
永
見
純
一
代

表
）
の
「
弓
浜
絣
の
こ
た
つ
布
団
」
で
す
。

我が社

の一品
我が社

の一品

永
見
呉
服
店

弓
浜
絣
の
こ
た
つ
布
団
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境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
観
光
協
会
は
10
月
22
日
、

第
12
回
「
境
港
妖
怪
検
定
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
は
、

境
港
会
場
（
境
港
商
工
会
議

所
）
と
調
布
会
場
（
調
布
市

市
民
プ
ラ
ザ
あ
く
ろ
す
、
東

京
都
調
布
市
）
の
２
カ
所
で

し
た
。

　
同
検
定
は
、
妖
怪
の
権
威

・
水
木
し
げ
る
先
生
の
妖
怪

考
察
を
通
し
て
、
妖
怪
に
関

す
る
理
解
度
を
は
か
る
公
式

検
定
で
、
２
０
０
６
年
度
か

ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
験
者
は
、
境
港

会
場
＝
１
０
５
人
（
初
級
＝

50
人
、
中
級
＝
23
人
、
上
級

＝
32
人
）、
調
布
会
場
＝
１

７
６
人
（
初
級
＝
98
人
、
中

級
＝
78
人
）
で
、
合
計
２
８

合格目指して気勢を上げる受験者の皆さん

目
指
し
２
８
１
人
が
挑
戦

妖
怪

博
士

境
港
妖
怪
検
定

第
12
回

　
東
京
圏
に
在
住
す
る
鳥
取

県
西
部
出
身
者
で
作
る
ク
ラ

ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
若
年
人
口
や
労
働
人
口
の

減
少
、
人
材
の
都
市
へ
の
流

出
な
ど
に
よ
る
労
働
力
不
足

の
解
消
は
、
事
業
の
継
続
・

発
展
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

　
松
葉
が
に
祭
り
（
第
４
回

夢
み
な
と
公
園
ま
つ
り
）
が

11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
は
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
。

　
松
葉
が
に
祭
り
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
境
港
さ
か
な
セ
ン
タ

ー
・
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
（
境

港
市
竹
内
団
地
）

　
詳
し
く
は
、
境
港
さ
か
な

セ
ン
タ
ー
（
☎
45
︱
１
１
１

１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

で
す
。
そ
こ
で
、
労
働
力
確

保
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

県
西
部
の
現
状
と
外
国
人
労

働
力
の
活
用
、
高
質
な
地
元

労
働
力
の
確
保
と
将
来
を
展

望
し
ま
す
。

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
22
日
㈬
　
▽
開

場
＝
午
後
１
時
30
分
▽
開
演

＝
午
後
２
時

会
場
　
新
日
本
海
新
聞
社
西

部
本
社
３
階 

日
本
海
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
（
米
子
市
両
三

柳
）

内
容
　〈
第
１
部 

セ
ッ
シ
ョ

ン
・
基
調
講
演
〉（
午
後
２

時
15
分
～
３
時
20
分
）〔
テ

ー
マ
＝
西
部
地
区
の
労
働
力

の
現
況
と
技
能
実
習
制
度
〕

①
外
国
人
労
働
力
を
活
用
し

て
▽
講
師
＝
鷲
見
雄
司
氏

（
丸
京
製
菓
㈱
代
表
取
締
役

副
社
長
）
②
外
国
人
労
働
力

を
活
用
し
て
▽
講
師
＝
三
輪

陽
通
氏
（
三
光
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
③
外
国
労
働
力
を

協
同
組
合
の
視
点
で
▽
講
師

＝
森
岡
俊
夫
氏
（
協
同
組
合

モ
ー
レ
専
務
理
事
）

〈
第
２
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
〉（
午
後
３
時
25

分
～
５
時
）〔
テ
ー
マ
＝
外

国
人
労
働
力
と
高
度
人
材
の

雇
用
並
び
に
そ
の
将
来
を
展

望
〕
▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
︱

＝
末
次
克
彦
氏
（
ク
ラ
ブ
・

セ
ブ
ン
テ
ィ
幹
事
）
▽
パ
ネ

リ
ス
ト
＝
①
廣
江
研
氏
（
社

会
福
祉
法
人
「
こ
う
ほ
う
え

ん
」
理
事
長
）
②
岡
空
晴
夫

氏
（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代

表
取
締
役
社
長
）
③
萬
治
隆

生
氏
（
ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
鬼
太
郎
カ
ッ
プ
駅
伝
競
走

大
会
」
が
今
年
も
10
月
15
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
強
い
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

悪
天
候
の
中
で
の
大
会
で
し

た
。

　
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
地
点

と
な
る
境
港
市
竜
ヶ
山
陸
上

競
技
場
で
は
、
こ
れ
も
毎
年

恒
例
の
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

カ
ニ
汁
ふ
る
ま
い
が
境
港
カ

ニ
水
揚
げ
日
本
一
実
行
委
員

会
、
仲
買
業
者
の
カ
ツ
キ
、

そ
し
て
境
港
ベ
ニ
ガ
ニ
有
志

の
会
の
手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
カ

ニ
汁
は
約
１
３
０
０
杯
。
寒

い
中
、
走
っ
て
き
た
選
手
や

応
援
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
境

港
の
誇
る
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

の
味
を
堪
能
し
、
心
も
体
も

暖
ま
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
11
月
６
日
に
は
、
松
葉
ガ

ニ
漁
も
解
禁
。
こ
れ
か
ら
寒

さ
の
増
す
ご
と
に
お
い
し
く

な
り
、
本
格
的
な
カ
ニ
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
境
港
を
訪
れ

る
多
く
の
お
客
様
に
境
港
自

慢
の
冬
の
幸
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
Ｐ
Ｒ
に
繋
げ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

労働力確保をコンセプトに

シンポジウム
― クラブセブンティ ―

11月22日

１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
最
北
端
の
受
験
者
は
北
海

道
か
ら
で
、
最
南
端
は
熊
本

県
。
ま
た
、
最
年
長
は
66
歳

で
、
最
年
少
は
６
歳
で
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
中
級
を
史

上
最
年
少
で
一
発
合
格
し
た

梅
本
茉
菜
ち
ゃ
ん
（
６
歳
、

岡
山
県
備
前
市
）
が
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
上
級
の
論
文
試

験
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
境
港
会
場
で
は
、
恒
例
の

試
験
開
始
前
セ
レ
モ
ニ
ー
も

実
施
。
境
港
市
観
光
協
会
の

桝
田
知
身
会
長
と
ゲ
ゲ
ゲ
の

鬼
太
郎
ら
が
気
合
い
入
魂
の

激
励
を
行
い
、
同
時
に
受
験

者
も
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

教
室
の
参
加
者
を
募
集

教
室
の
参
加
者
を
募
集

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

親子で楽しむ 「ひよこクラス」

ゴールした選手にカニ汁をふるまう皆さん

ィ
特
別
会
員
、
前
東
京
鳥
取

県
人
会
会
長
、
元
日
本
郵
船

代
表
取
締
役
専
務
・
経
営
委

員
、
日
本
船
主
協
会
副
会
長

ほ
か
）④
勝
部
日
出
男
氏（
ク

ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
幹
事
、

日
本
イ
ン
ド
シ
ナ
協
会
理
事

長
、
㈱
ナ
レ
ッ
ジ
カ
ン
パ
ニ

ー
代
表
取
締
役
ほ
か
）
⑤
池

田
玲
子
氏 

（
ク
ラ
ブ
・
セ
ブ

ン
テ
ィ
会
員
、
鳥
取
大
学
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ

ー
長
・
教
授
）

　
詳
し
く
は
、
ク
ラ
ブ
・
セ

ブ
ン
テ
ィ
幹
事
の
柏
木
雅
浩

さ
ん
（
☎
０
９
０
︱
２
６
２

４
︱
８
６
８
８
）
へ
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

境
港
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

は
、「
ひ
よ
こ
ク
ラ
ス
」「
ヨ

ガ
教
室
」「
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ

ー
ル
教
室
」
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
各
ク
ラ
ス
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

ひ
よ
こ
ク
ラ
ス

日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
前

10
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所
　
境
港
市
民
温
水
プ
ー

ル
（
境
港
市
中
野
町
）

料
金
　
月
額
３
５
０
０
円

対
象
　
１
歳
～
３
歳
の
幼
児

と
保
護
者

内
容
　
親
子
で
一
緒
に
プ
ー

ル
を
楽
し
み
な
が
ら
運
動
し
、

水
中
感
覚
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
養
う

ヨ
ガ
教
室

日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
午
前

11
時
～
正
午

場
所
　
境
港
市
民
温
水
プ
ー

ル
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

料
金
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）
▽
１

回
券
＝
１
３
０
０
円
▽
１
カ

月
券
＝
３
８
０
０
円
▽
２
カ

月
の
う
ち
、
４
回
参
加
の
場

合
＝
４
２
０
０
円

内
容
　
ハ
タ
ヨ
ガ
（
呼
吸
、

ポ
ー
ズ
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た

安
心
・
安
全
で
誰
で
も
行
え

る
ヨ
ガ

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
教
室

日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
午
前

10
時
～
10
時
30
分

場
所
　
境
港
市
民
温
水
プ
ー

ル
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

料
金
　
１
回
＝
２
０
０
円

内
容
　
円
柱
状
の
道
具
に
あ

お
む
け
に
寝
て
、
軽
い
運
動

を
し
て
姿
勢
を
整
え
て
い
く

　
詳
し
く
は
、
境
港
ス
イ
ミ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
☎
44
︱
３

７
２
５
）
へ
。

11
月
12
日
開
催

松
葉
が
に
祭
り

ベニズワイガニふるまいで境港PR

身も心も温まる応援を実施
鬼太郎カップ駅伝競走大会
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境みなと寄席に出演する皆さん

寄せ植え教室講師の下嶋奈津佳さん

　
境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
寺
本
勤
会
長
）
は
、
大
好

評
の
「
境
み
な
と
寄
席
」
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
迎
え

て
22
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、「
よ
う
こ

そ
来
て
ご
し
な
っ
た
笑
い
の

故く

に郷
へ
、
が
い
に
笑
っ
て
明

日
も
ま
め
に
‼
」
を
合
言
葉

に
、
楽
し
い
笑
い
を
満
載
に

し
て
、
時
間
を
料
理
し
ま
す
。

　
同
寄
席
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
11
月
12
日
㈰
　
①
昼

の
部
▽
開
場
＝
午
後
１
時
▽

開
演
＝
午
後
１
時
20
分
②
夜

の
部
▽
開
場
＝
午
後
５
時
30

分
▽
開
演
＝
午
後
５
時
50
分

場
所
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン
、

境
港
市
中
野
町
）

出
演
（
敬
称
略
）
▽
林
家
た

い
平
（
落
語
）
▽
堺
す
す
む

（
ギ
タ
ー
漫
談
）
▽
林
家
け

い
木
（
落
語
）

入
場
料
　
▽
前
売

券
＝
２
５
０
０
円

▽
当
日
券
＝
３
０

０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
先

境
港
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
境
港
市
民

会
館

　
詳
し
く
は
、
境
港

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
（
☎
44
︱
５
４
７

７
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
援
し
た
い
人
い
ま
す
か

応
援
し
た
い
人
い
ま
す
か

6顔で笑顔で
乾杯乾杯
笑

　
あ
な
た
に
は
応
援
し
た

い
人
が
い
ま
す
か
？
　
新

社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て

い
る
息
子
さ
ん
、
受
験
勉

強
に
励
ん
で
い
る
娘
さ
ん
、

初
心
者
運
転
手
な
の
に
遠

距
離
通
勤
に
必
死
な
女
性
等

々
。

　
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ス
タ
ー
の

松
岡
修
造
さ
ん
は
〝
応
援
す

る
力
〟
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。

　「
一
流
と
呼
ば
れ
る
人
は

共
通
し
て
〝
応
援
さ
れ
る
何

か
〟
を
持
っ
て
い
る
。
ひ
た

む
き
に
努
力
す
る
力
や
素
直

な
心
、
謙
虚
な
姿
勢
な
ど
。

他
人
は
そ
の
〝
何
か
〟
に
心

を
打
た
れ
、
応
援
せ
ず
に
は

い
ら
れ
な
く
な
る
」
と
。

　
今
、
私
に
は
応
援
し
た
い

人
が
い
ま
す
。
長
年
連
れ
添

っ
た
伴
侶
と
の
別
れ
を
経
験

し
、
笑
顔
を
失
く
し
て
し
ま

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
心
配
し

て
い
た
友
人
。
で
も
彼
女
は

強
か
っ
た
。
今
ま
で
通
り

の
笑
顔
に
、
残
さ
れ
た
家

族
も
自
然
と
笑
顔
へ
。

　
そ
ん
な
友
人
に
松
岡
語

録
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。「
予

想
外
の
人
生
に
な
っ
て
も
、

そ
の
と
き
幸
せ
だ
っ
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

「
家
族
は
史
上
最
強
の
味

方
だ
！
」

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
お

互
い
応
援
し
合
お
う
ね
。

　
　
　
　
　
松
本
奈
緒
子

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンター（☎２２－３５７０）まで。

11月の相談日
11月 2日㈭ 産 業 医

11月 9日㈭ 産 業 医

11月16日㈭ 産 業 医

11月30日㈭ 産 業 医

　
総
務
省
中
国
総
合
通
信
局

は
、「
観
光
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

Ｉ
ｏ
Ｔ
で
山
陰
の
観
光
を
便

利
で
魅
力
的
に
～
」
を
開
催

し
ま
す
。
共
催
は
境
港
市
、

鳥
取
県
、
中
国
情
報
通
信
懇

談
会
で
す
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
16
日
㈭
　
午
後

１
時
30
分
～
４
時
40
分
（
受

付
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所

３
階 

大
ホ
ー
ル
（
境
港
市

　
２
０
１
７
年
８
月
末
現
在
、

全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
る
者
は
、
凶
悪
事

件
な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指

定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配

被
疑
者
を
始
め
と
し
て
、
約

６
６
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
警
察
は
、
11
月
中
に
全
国

警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡

捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ

れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
境
港
警
察
署
は
、「
指
名

手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情
報

な
ど
、
ど
ん
な
情
報
で
も
か

上
道
町
）

内
容
　
▽
訪
日
外
国
人
旅
行

者
か
ら
見
た
山
陰
地
方
の
魅

力
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
今

後
の
展
開
▽
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ

Ｈ
Ｔ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト 

エ
ク
ス
プ
レ

ス
）
瑞
風
と
地
域
振
興
▽
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
を
高
め
る

放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
の
海
外
展

開
と
観
光
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
１
１
０

番
、
ま
た
は
境
港
警
察
署
、

交
番
、
駐
在
所
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

中
国
総
通
局
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｉｏ
Ｔ
活
用
で
山
陰
観
光
を
魅
力
的
に

11月16日

警
察
に
す
ぐ
通
報
を

指
名
手
配
犯
を
見
つ
け
た
ら

境港警察署

　
境
港
商
工
会
議
所
と
㈲
岡

田
商
店
（
幸
神
町
、
岡
田
信

行
社
長
）
は
、
岡
田
商
店
境

港
本
店
で
多
肉
植
物
の
寄
せ

植
え
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
、
下
嶋
奈
津
佳
さ
ん
。

当
日
は
、
多
肉
植
物
寄
せ
植

え
の
販
売
も
行
い
ま
す
。

　
岡
田
商
店
は
、「
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
暮
ら
し
を
大

切
に
。
毎
日
の
生
活
が
少
し

で
も
健
康
で
豊
か
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
普
段

の
暮
ら
し
に
何
か
一
つ
素
敵

な
物
を
プ
ラ
ス
し
て
、
暮
ら

し
に
彩
り
を
生
ん
で
ほ
し

い
」
と
の
思
い
か
ら
、
今
回

の
教
室
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
は
、

初
め
て
の
人
で
も
簡
単
で
、

室
内
で
も
育
て
や
す
く
、
お

気
に
入
り
の
容
器
に
植
え
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
イ
ン

テ
リ
ア
性
も
抜
群
で
す
。

　
同
教
室
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
26
日
㈰
　
午
前

10
時
30
分
～
（
30
分
程
度
）

を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例

な
ど

定
員
　
80
人

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
11
月
10
日
㈮

申
込
先
　
境
港
市
通
商
観
光

課
（
☎
47
︱
１
０
６
８
）

　
詳
し
く
は
、
総
務
省
中
国

総
合
通
信
局
（
☎
０
８
２
︱

２
２
２
︱
３
４
６
６
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.npa.go.jp/

b
u

re
au

/crim
in

al/
w

anted/index.htm
l

、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照
）
に
ア
ク

セ
ス
す
る
と
、
警
察
庁
指
定

重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、境

港
警
察
署（
☎
44

︱
０
１
１
０
）へ
。

境みなと寄席境みなと寄席第22回

11月12日開催

― 境港ライオンズクラブ ―

場
所
　
岡
田
商
店
境
港
本
店

（
境
港
市
幸
神
町
）

定
員
　
15
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
料
　
無
料

材
料
費
　
８
０
０
円

応
募
締
切
　
11
月
10
日
㈮

応
募
の
き
ま
り
　
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
次

の
宛
先
ま
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

宛
先
　
境
港
商
工
会
議
所

（
〒
６
８
４
︱
８
６
８
６ 

境

港
市
上
道
町
３
０
０
２
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
42
︱
６
５
７
７
）

も
可
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
（
☎
44
︱
１
１
１
１
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
教
室

岡
田
商
店
境
港
本
店
で
開
催

11月26日
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講演する原晋監督

境港らしさを前面に出して参加者にアピールする当会会員

山陰アシックスを見学する一行

似
鳥
会
長
が
記
念
講
演

札
幌
で
全
商
女
性
連
全
国
大
会

境
港
商
議
所
女
性
会 

会
員

ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

 

木
村
真
理
子（
き
む
ら
・
ま
り
こ
）

　

  

㈱
き
ら
さ
ぎ

 　
　

 

（
境
港
市
馬
場
崎
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
、

写
真
好
き
だ
っ
た
父
が
中
町

の
片
隅
に
「
き
さ
ら
ぎ
カ
メ

ラ
」
を
立
ち
上
げ
、
間
も
な

く
今
の
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
一
角
に
20
坪
の
店
を
オ
ー

プ
ン
。
１
９
８
３
（
昭
和

58
）
年
に
馬
場
崎
町
に
移
転

し
、
今
に
至
り
ま
す
。

　
１
９
６
７
（
昭
和
42
年
）

に
法
人
化
し
、
今
年
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
先
代

か
ら
は
「
商
売
が
や
れ
る
の

は
、
一
に
会
社
を
支
え
る
従

業
員
、
二
に
商
品
を
分
け
て

く
れ
る
仕
入
れ
先
、
三
に
得

意
先
の
お
か
げ
だ
」
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
一
番
に
会
社
を
支
え
て
く

れ
る
従
業
員
を
は
じ
め
、
感

謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
、
こ

れ
か
ら
も
ま
ち
と
と
も
に
邁

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
私
が
最
も
大
切
に
し
て
い

る
の
は
「
人
の
和
」
で
す
。

　
日
々
色
々
な
場
面
で
出
会

う
皆
さ
ん
と
の
交
わ
り
は
、

私
に
と
っ
て
、
か
け
が
い
の

な
い
宝
で
す
。

　
私
た
ち
女
性
会
は
、
異
業

種
の
人
、
幅
広
い
年
齢
の
皆

さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

見
聞
を
深
め
て
お
互
い
に
成

長
し
、
学
ん
で
い
け
る
良
い

場
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

 

酒
井
美
智
子（
さ
か
い
・
み
ち
こ
）

　

  

㈱
酒
井
商
店

 　
　
　

 

（
境
港
市
相
生
町
）

〈
事
業
所
の
あ
ら
ま
し
〉

　
当
社
は
１
９
５
２
（
昭
和

27
）
年
に
法
人
化
し
、
有
限

会
社
酒
井
商
店
と
な
り
、
２

０
１
５
（
平
成
27
）
年
、
株

式
会
社
へ
変
更
し
ま
し
た
。

今
年
で
創
業
65
年
目
で
す
。

　
元
々
は
米
穀
販
売
を
主
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
餅
の
製
造
販
売
、
お
弁
当

販
売
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

経
営
代
理
店
な
ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ

る
商
い
を
心
が
け
る
よ
う
、

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
ひ
と
こ
と
Ｐ
Ｒ
〉

　
当
女
性
会
に
入
会
し
て
諸

先
輩
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変

良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
業
種
を
超
え
た
皆
さ
ん

と
も
友
人
に
な
り
、
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
絵
画
鑑
賞
で
、

夢
は
国
内
外
の
有
名
な
美
術

館
を
訪
ね
る
こ
と
で
す
。

　
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所

女
性
会
連
合
会
（
全
商
女
性

連
）
の
全
国
大
会
が
10
月
６

日
か
ら
７
日
ま
で
の
２
日
間
、

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ

ー
（
札
幌
市
）
で
開
催
さ
れ
、

全
国
各
地
か
ら
約
２
７
０
０

人
の
会
員
が
参
集
。
当
女
性

会
か
ら
は
８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
、
藤
沢
薫
・
全

商
女
性
連
会
長
が
「
全
国
４

１
６
女
性
会
、
約
２
万
２
０

０
０
人
の
会
員
を
抱
え
る
女

性
経
営
者
団
体
の
一
人
と
し

て
連
携
を
深
め
、
女
性
の
柔

軟
か
つ
大
胆
な
発
想
で
、
地

域
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
私
も
そ
の
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
㈱
ニ
ト

リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長

の
似
鳥
昭
雄
氏
を
招
き
、「
お

ね
だ
ん
以
上
。
～
ニ
ト
リ
の

成
長
秘
話
～
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
。

　
ニ
ト
リ
は
、
国
内
４
５
１

店
舗
と
台
湾
、
中
国
、
米
国

に
50
店
舗
を
構
え
る
一
大
家

具
チ
ェ
ー
ン
で
す
。

　
勉
強
が
で
き
な
い
、
ケ
ン

カ
も
弱
い
、
い
じ
め
ら
れ
っ

子
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
と
い
う

似
鳥
会
長
は
、
あ
き
ら
め
ず

　
商
工
会
議
所
女
性
会
は
９

月
14
日
、
施
設
見
学
並
び
に

会
員
親
睦
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
今
年
５
月
に
新

工
場
が
完
成
し
た
山
陰
ア
シ

ッ
ク
ス
工
業
㈱
（
渡
町
、
能

勢
忠
敏
社
長
）
を
訪
問
。
十

分
な
換
気
や
採
光
の
中
で
皆

さ
ん
、
真
剣
に
靴
作
り
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
従
業
員
さ
ん
は
約
２
８
０

人
。
一
日
に
約
２
５
０
０
足

を
こ
の
工
場
で
作
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
自
社
工
場
と
し

て
は
国
内
唯
一
の
シ
ュ
ー
ズ

生
産
拠
点
と
し
て
、「
日
本

製
」
の
特
徴
を
生
か
し
た
高

付
加
価
値
商
品
群
を
製
造
し

て
い
る
現
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
創
業
者
・
鬼
塚
喜
八
郎
さ

ん
の
起
業
の
極
意
は
「
私
心

な
き
素
直
な
心
」。敗
戦
直
後

の
荒
れ
て
い
た
神
戸
の
街
や

子
供
た
ち
を
見
て
、「
日
本

の
青
少
年
の
育
成
」
を
決
意

さ
れ
た
そ
う
で
す
。

に
努
力
を
続
け
る
こ
と
や
強

い
信
念
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
強
調
。

　
特
に
、「
今
の
私
が
あ
る

の
も
、
ニ
ト
リ
が
あ
る
の
も

妻
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。ニ
ト
リ
の
成
功
は『
内

助
の
功
』
な
く
し
て
は
話
せ

創立60周年を迎え

― 米子商議所女性会 ―

記念式典を開催

施
設
見
学
並
び
に
会
員
親
睦
会

山
陰
ア
シ
ッ
ク
ス
と
圓
流
院
を
訪
問

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
の
会
員
が
自
己
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
木
村
真
理
子
さ
ん
と
酒
井
美
智
子
さ

ん
の
お
二
人
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
は
お
楽
し
み
、
尾
高
の

富
田
で
の
お
食
事
で
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

と
、
目
に
も
舌
に
も
秋
を
感

じ
さ
せ
る
素
敵
な
ご
馳
走
で

感
激
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
行
は
大
山
寺

塔た
っ
ち
ゅ
う頭 

圓
流
院
へ
。
一
時
は

解
体
の
噂
の
あ
っ
た
こ
の
院

で
す
が
、
２
０
０
９
年
に
再

建
。
と
て
も
き
れ
い
な
お
寺

で
し
た
。
水
木
し
げ
る
先
生

の
描
い
た
１
０
８
枚
の
妖
怪

天
井
画
を
仰
向
け
に
な
っ
て

拝
見
し
な
が
ら
説
明
を
受
け
、

大
山
さ
ん
と
境
港
の
不
思
議

な
ご
縁
を
感
じ
た
ひ
と
時
で

し
た
。
　（
会
報
部
会
　
Ａ
）

　
東
京
商
工
会
議
所
女
性
会

に
次
い
で
、
全
国
で
２
番
目

に
創
立
し
た
米
子
商
工
会
議

所
女
性
会
は
創
立
60
周
年
記

念
式
典
を
10
月
10
日
、
米
子

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
米
子
市
）
で
開
催
。
当
女

性
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
の

４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
商
工
会
議

女
性
が
幸
せ
で
輝
け
る
境
港

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
ら

と
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
せ
ん
」
と
の
言
葉
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
学
ぶ
こ
と
が
あ

り
、
大
変
華
や
か
で
実
り
の

あ
る
大
会
で
し
た
。
有
意
義

な
数
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
親
睦
部
会
　
Ｏ
）

所
女
性
会
連
合
会
の
鈴
木
康

代
副
会
長
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
の
女
性
会
会
員
や
米
子

商
工
会
議
所
役
員
、
各
種
団

体
の
皆
様
な
ど
が
一
堂
に
集

っ
て
祝
福
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、

米
子
女
性
会
の
野
津
寛
美
会

長
が
会
の
成
り
立
ち
や
先
輩

の
皆
さ
ん
が
守
り
育
て
た
60

年
の
歩
み
を
感
慨
深
く
話
し

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
青
山
学

院
大
学
特
別
研
究
員
陸
上
競

技
部
長 

距
離
ブ
ロ
ッ
ク
監

督
の
原
晋
氏
を
招
き
、「
人

と
組
織
を
強
く
す
る
ビ
ジ
ネ

ス･

メ
ソ
ッ
ド
」
を
テ
ー
マ

に
記
念
講
演
。

　
人
と
組
織
の
能
力
を
高
め

る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
役
割
な
ど
、
原
監
督
ご
自

身
の
経
験
を
も
と
に
、
時
に

は
失
敗
談
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
の
講
演
に
参
加
者
は
皆
、

大
変
感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

　
　
　
　（
総
務
部
会
　
Ｋ
）

6



お客様企業の繁栄は 私たちの喜び
企業の黒字化、経理業務の効率化を全力でサポートします！

〒684-0071　境港市外江町3801番地
TEL／0859（44）6195㈹　FAX／0859（44）6186
E-mail matsumoto-masatomi@tkcnf.or.jp
URL  http://www.tkcnf.com/masatomi/
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境　港

№79

青色申告会

青色申告会の元気企業

女性を幸せにしたい
― private salon feel ―

（プライベートサロン フィール）

　
猛
暑
が
過
ぎ
、
朝
夕
の
一

段
と
涼
し
く
な
っ
た
今
日
こ

の
頃
で
す
。
実
り
の
秋
の
便

り
が
届
く
頃
、
一
日
ゆ
っ
く

り
仕
事
を
離
れ
て
皆
様
の
交

流
の
場
に
な
れ
ば
と
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
勉
強
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
に
行

い
ま
す
。
場
所
は
、
鳥
取
市

青
谷
町
方
面
（
あ
お
や
和
紙

「エステで癒されて欲しい」と話す山本悦子さん

工
房
、
青
谷
上
寺
地
遺
跡
展

示
館
ほ
か
）
で
す
。

　
ま
た
、
勉
強
会
は
「
認
知

症
を
知
っ
て
元
気
な
う
ち
か

ら
予
防
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
11
月
18
日
㈯
、
境
港
商
工

会
議
所
で
開
催
し
ま
す
。
講

師
は
、
高
齢
者
体
力
つ
く
り

支
援
士
の
瀬
尾
久
美
子
さ
ん
。

　
一
日
ゆ
っ
く
り
と
栄
養
を

た
く
わ
え
、
別
の
角
度
か
ら

見
る
と
、
何
か
得
る
も
の
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
会
員
同
士
の
絆
が
一
層

深
ま
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E

【事業所のあらまし】
事業所名	 private	salon	feel
代 表 者	 山本 悦子（やまもと・えつこ）
所 在 地	 境港市上道町361－3
事業内容	 美容エステサロン
　　　　　（女性専用・予約制）
営業時間	 9：00～20：00
定 休 日	 不定休
Ｔ Ｅ Ｌ	 090－2004－9974
メ ー ル	 feel.lomi@gmail.com

税務・会計
一口メモ

…15
期限後申告

　
確
定
申
告
義
務
の
あ
る
人

が
つ
い
う
っ
か
り
と
、
申
告

期
限
の
３
月
15
日
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
無

申
告
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

申
告
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で

も
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
は

可
能
で
す
。
こ
れ
を
期
限
後

申
告
と
い
い
ま
す
。

　
期
限
後
申
告
は
、
税
務
署

長
か
ら
所
得
金
額
や
税
額
の

決
定
が
あ
る
ま
で
は
い
つ
で

も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

税
務
署
長
か
ら
決
定
通
知
を

受
け
た
と
き
は
、
本
来
納
め

る
税
額
の
ほ
か
、
無
申
告
加

算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
確
定

申
告
を
行
わ
な
い
ま
ま
税
務

調
査
を
受
け
、
税
額
が
発
生

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

　
税
務
署
の
調
査
が
あ
る
ま

で
に
自
発
的
に
期
限
後
申
告

を
し
た
場
合
は
、
無
申
告
加

算
税
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま
す

が
、
期
限
後
申
告
は
本
来
支

払
う
必
要
の
な
い
付
帯
税
を

払
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
る

か
ど
う
か
不
明
な
場
合
は
、

境
港
青
色
申
告
会
事
務
局

（
境
港
商
工
会
議
所
内
・
☎

44
︱
１
１
１
１
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
M

　
男
性
読
者
の
皆
さ
ん
、
今

月
の
記
事
は
、
読
む
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
読
ん
で
も
無

駄
で
す
か
ら
。
代
わ
り
に
女

性
は
必
読
で
す
。

　
今
回
は
、
女
性
専
用
の
お

店
「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン

フ
ィ
ー
ル
」
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
代
表
の
山
本
悦
子
さ
ん
は

学
校
を
卒
業
後
、
銀
行
勤
め

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
以
前

か
ら
美
容
関
連
の
仕
事
に
関

心
が
あ
り
、
そ
の
夢
を
諦
め

き
れ
ず
、
捨
て
き
れ
ず
、
こ

の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
化
粧
品
店
で
フ
ェ
イ
シ
ャ

ル
エ
ス
テ
を
学
び
、
よ
り
本

格
的
に
と
、
広
島
の
専
門
学

校
で
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式

の
ボ
デ
ィ
ケ
ア
指
導
を
受
け
、

必
要
な
資
格
も
取
得
し
ま
し

た
。

　
２
０
１
６
年
５
月
に
上
道

町
の
現
在
地
で
オ
ー
プ
ン
。

看
板
類
と
か
は
全
く
な
く
、

ご
く
普
通
の
民
家
と
し
か
見

え
な
い
居
宅
の
一
室
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　
取
材
前
に
場
所
は
聞
い
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た

ま
た
ま
、
ご
本
人
が
出
て
来

ら
れ
て
初
め
て
確
認
で
き
ま

し
た
。

　「
な
ぜ
宣
伝
し
な
い
ん
で

す
か
」
の
問
い
に
「
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
で
お
一
人
お
ひ
と
り

に
合
っ
た
対
応
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
紹
介
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
少
し
ず
つ
お
客
様
も
増
え

て
い
き
、
あ
り
が
た
い
状
況

で
す
」
と
答
え
る
山
本
さ
ん
。

　
お
客
様
の
年
齢
層
は
30
代

か
ら
60
代
後
半
と
の
こ
と
。

ほ
と
ん
ど
が
現
役
で
仕
事
を

し
て
い
る
人
で
、
首
や
肩
の

コ
リ
、
足
の
ム
ク
ミ
、
こ
れ

が
皆
さ
ん
共
通
の
症
状
だ
そ

う
で
す
。
人
気
の
フ
ェ
イ
シ

ャ
ル
エ
ス
テ
と
併
せ
、
こ
の

症
状
を
揉
み
ほ
ぐ
し
て
あ
げ

る
こ
と
で
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
働
い
て
い
る
人
が
多
い
と

い
う
こ
と
か
ら
、
夕
方
そ
し

て
土
・
日
曜
日
が
忙
し
く
な

り
ま
す
。
平
日
の
日
中
が
穴

場
で
す
が
、
こ
の
時
間
帯
を

利
用
で
き
る
専
業
主
婦
の
皆

さ
ん
に
も
周
知
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
営
業
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
、
完
全

予
約
制
で
す
（
時
間
外
の
対

応
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

定
休
日
は
不
定
期
で
す
の
で
、

予
約
の
際
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ボ
デ
ィ
エ
ス
テ
、
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
エ
ス
テ
、
メ
イ
ク
及

び
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
エ
ス
テ
な
ど
、
メ
ニ

ュ
ー
も
豊
富
で
、
時
間
も
１

２
０
分
、
90
分
、
60
分
と
３

種
類
の
コ
ー
ス
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
初
め
て
の
人
、

あ
る
い
は
１
カ
月
以
内
の
リ

ピ
ー
タ
ー
に
は
割
引
も
適
用

さ
れ
ま
す
。

　
山
本
さ
ん
に
は
、
モ
ッ
ト

ー
が
あ
り
ま
す
。「
女
性
を

幸
せ
に
す
る
」で
す
。「
エ
ス

テ
で
癒
さ
れ
、
美
し
く
な
っ

て
あ
な
た
ら
し
く
輝
い
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
山
本
さ
ん
。

　
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
あ
な

た
。
自
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
し
て
幸
せ
を
感
じ
る
時
間

を
ぜ
ひ
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

豊かなライフスタイルの演出③

Hawaii式心の浄化法「Ho’oponopono」
　　　　　　　　　　　　（ホ・オポノポノ）

　「ありがとう」は、言う側も言われた側も気持ち良くな
れる魔法の言葉。反対に「ごめんなさい」という言葉にポ
ジティブな考えを持っている人は少ない。それはなぜで
しょう。
　現代人の私たちは、感謝することは得意としていますが、
「許す」という行為自体にあまりなじみがないからだと考
えます。それは、周りの人や事柄、そして自分自身に対
しても同じではないでしょうか。
　毎日の暮らしの中では様々な事が起こります。言葉で
は言い表すことのできないくらいの幸福感に包まれる日
もあれば、いつの間にか心に靄

もや

がかかって自分自身や周
りが見えなくなってしまいそうな日もあります。
　そんな時私は、ハワイでのヨガ研修期間に教えてもら
った「ハワイ式おまじない『ホ・オポノポノ』」を実践する
ことにしています。
　①ごめんなさい＝I’m	sorry②愛している＝I	love	you
③許してください＝Forgive	me④ありがとう＝Thank	
you－この四つの言葉を心の中で繰り返し唱えるだけ。
大切なのは自分自身に唱えること。
　これはハワイに伝わる伝統的なヒーリング法で、心の
中にあるネガティブな思考や過去の行動をクリーニング
し、元の純粋な状態に整えるためにある方法です。この
おまじないをすることで、心の浄化をすることができる
のだと教わりました。
　実践してみたところ、自分では気付けなかった心の深
いところまで響き、穏やかな気持ちになっていく不思議
で優しい感覚だったのを覚えています。
　心をふわっと軽くするハワイのおまじない「ホ・オポノ
ポノ」。新年に向けて、今年の心の浄化と気持ちのクリー
ニングをしてみませんか。きっと、豊かな暮らしのお守
りになってくれるはずです。

●

北

●
杉
谷
酒
店

●
ホ
ワ
イ
ト
急
便

●
カ
メ
ラ
＆

　
ス
タ
ジ
オ
八
田

Ｒ
４
３
１

米
子
↓

private salon feel

女
性
部
だ
よ
り

皆
様
と
楽
し
い
一
日
に

ベンハーズジム
RYT200/	YOGA	instructor 阿部亜理沙
instagram/@benhursgym
Facebook/Benhurs-Gym



境港市竹内団地209
営 8：15～16：30  休 年中無休
　　　　　　 ※12/31 10：00頃～1/4除く
http://www.e-tairyo.com

TEL.0859－４５－１６００

営 11：00～15：30  休 年中無休
　　　　　　　　　　 ※12/31～1/4除く

TEL.0859－４５－4411

独自の製法で仕上げたこだわりの逸品

なかうら
の

なかうら
の

えびトロしゅうまいえびトロしゅうまい かにトロしゅうまいかにトロしゅうまい
※上記期間中、「かに汁」を
　無料サービスいたします！

各日10：00頃～
先着1,000名様（　　　　　　）

年末セール
開催！！

年末セール
開催！！

年末セール
開催！！

12/29㈮～30㈯
8：15～16：30

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
を
運
営

す
る
㈱
Ｓ
Ｃ
鳥
取
代
表
取
締

役
Ｇ
Ｍ
・
岡
野
雅
行
氏
の
講

演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
時
、
岡
野
Ｇ
Ｍ
に

付
け
ら
れ
て
い
る
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
「
野
人
」
の
由
来
も
知

り
ま
し
た
。
浦
和
レ
ッ
ズ
に

入
団
後
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

遠
征
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た

岡
野
選
手
。
ど
の
よ
う
な
格

好
で
行
け
ば
よ
い
か
わ
か
ら

ず
、
ス
ー
ツ
姿
で
集
ま
る
メ

ン
バ
ー
の
中
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
と

正解と当選者

「ミライズ」を飲んで
ガイナーレを応援しよう！

「ミライズ」を飲んで
ガイナーレを応援しよう！

米子鬼太郎空港では、10月から
【ガイナーレ鳥取】の応援企画として
ミネラルウォーター「ミライズ」の無人販売スポット
「ガイナーレ・オアシス」を設置しています。
売り上げの一部はサッカーＪ３ガイナーレ鳥取を
運営する㈱ＳＣ鳥取に寄付されます。
空港利用の際は、ぜひお買い求めいただき
【ガイナーレ鳥取】を応援しましょう！

短
パ
ン
で
合
流
し
た
と
の
こ

と
。
そ
こ
で
、「
野
人
み
た

い
だ
」
と
言
わ
れ
、
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
が
決
定
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。
以
来
、
ス
ポ
ー
ツ

紙
に
「
野
人
、レ
ッ
ズ
救
う
」

「
野
人
、
日
本
を
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
導
く
」
な
ど
の
見

出
し
が
躍
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
周
り
に
あ
お
ら
れ
て
、

徐
々
に
野
人
化
し
て
い
っ
た

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

と
い
う
岡
野
Ｇ
Ｍ
。
大
け
が

を
し
た
の
に
、
３
日
後
に
は

復
帰
し
た
と
い
う
逸
話
ま
で

あ
る
そ
う
で
す
。
ガ
イ
ナ
ー

レ
鳥
取
も
岡
野
Ｇ
Ｍ
に
あ
や

か
っ
て
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

試
合
で
勝
利
を
掴
ん
で
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

出
店
募
集
受
付

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
12
月
16
日
㈯

・
17
日
㈰
の
２
日
間
、
開
催

し
ま
す
。

　
出
店
募
集
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

受
付
日
時
　
11
月
25
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
電
話
申
込
受

け
付
け
開
始

申
込
連
絡
先
　
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
（
☎
47
︱
３
８
０
０
）

出
店
料
　
▽
１
日
の
み
＝
２

０
０
０
円
▽
両
日
＝
３
０
０

０
円

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

永見呉服店（小篠津町）のいち押し商品は「弓
浜絣のこたつ布団」です。この布団の中綿に使
われているのは次のうちどれでしょう。（3ペ
ージにヒントを掲載）

① 伯州綿
② インド綿
③ エジプト綿

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

11月10日（金）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　永見呉服店

賞品  「アカルワンギ テーブルセンター（香草織込）」
　　　　　　　　5名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者	 奥森	隆夫（おくもり・たかお）
所 在 地	 境港市大正町38
T E L	 0859-42-3551
営業時間	 11：00～15：00
　　　　　17：30～21：00
休 業 日	 毎週木曜日
事業内容	 飲食業（海鮮料理・居酒屋）、
　　　　　製造業（アカモク）

○創業のきっかけ？…水木しげるロードで、観光客だけで
なく地元の人にも気軽に海鮮料理を食べに来てもらえる
店を作りたいと開業し、13年がたちました。飲食業を
営むのは初めてでしたが、いろいろな所へ食べに行って
美味しかったものをさらに工夫したり、ひらめいたアイ
デアに料理長がアレンジを加えたりしながらメニューを
開発してきました。失敗作もありましたが、改良を重ね、
今提供しているメニューは全て自信作です。
○おすすめ＆セールスポイントは？…イカの漬け丼、金ア
ジ丼、金アジのメンチカツ丼が人気です。加えて、まぐ
ろラーメンは県外からのリピーターも多いです。また、
当店では使用する米にもこだわっています。ミネラルや
アミノ酸を多く含んだ海藻を肥料にして栽培したもので、
米のおいしさを評価する「食味値」で高い数値を獲得して
います。
○お客様は？…観光客や地元の人にご利用いただいていて、
リピーター客も多いです。観光客はヨーロッパやアジア
からの外国人も多く、「そば（又はうどん）とミニ海鮮丼」
などが人気です。
○今後の事業展開（展望）？…外国人観光客により良いサー
ビスを提供するために、メニューの英語表記や写真を充
実させていきたいと考えています。また、当店で製造し
ている「神の海藻」を使ったメニューの開発にも力を入れ
ています。アカモクという海藻で、質の良い時期には限
りがあるため漁獲できる量は少ないのですが、体に良い
効能が多いのでおすすめです。
○一言PR！…安心・安全な食事を提供し、今後も境港を
PRするため、陰ながら努力していきます。

北

境　　水　　道

ポートイン
さかいみなと
ポートイン
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水木し
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げるロ
ード

←至境
港駅

←至境
港駅

海 岸 通
り

海 岸 通
り

●

元  気  亭。

境港海陸運送
　　●
境港海陸運送
　　●

体に良い「神の海藻」

藍色の壁が印象的な店舗外観

元 気 亭。

ペ
ン
を
置
い
て

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
お
菓
子
屋
く
れ
ぱ
す
（
清

水
町
）の
い
ち
押
し
商
品『
ブ

ラ
ウ
ニ
ー
』
に
使
用
し
て
い

る
材
料
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

産
地
は
ど
こ
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
正
解
は
①
の

「
ベ
ル
ギ
ー
」
で
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）
▽
井
田

節
子
（
竹
内
町
）
▽
岩
佐
勉

（
上
道
町
）
▽
道
田
靖
子
（
芝

町
）
▽
加
茂
京
子
（
八
束
町
）

▽
門
脇
史
記
（
渡
町
）

賞
品
　
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
な
ど
の

焼
き
菓
子
詰
め
合
わ
せ

ス
ポ
ン
サ
ー
　
お
菓
子
屋
く

れ
ぱ
す


